
人生 100 年時代の社会人基礎力！  

６月２２日（金）  

志望校決定には様々な人のアドバイスが大切ですが、最終的に決めるの

は自分自信です。「行ける高校」でなく「行きたい高校」に入学できるよ

う、学習はもちろん、秋のオープン・ハイスクール等にも積極的に参加

し、自分の目で確かめて欲しいと思います。また、高校進学が人生の最終

ゴールではありません。「どんな生き方をしたいのか」、「どんな職業に

就きたいのか」という夢や希望についても、少しずつ具体化しながら、将来の夢や希望の実現に向けてし

っかりと考え、準備をする時期がこの２学期です。これからの半年は、青垣中学校の３年生だけでなく、

丹波市、全国の中学３年生が必死になって学習に取り組みます。「受験は団体戦」ということを昔からよ

く言います。私の経験上もクラス全体が早く受験モードになった年は成績もグングン伸び始めます。休み

時間などに暗記をしたり、職員室に問題集を持って質問に来る生徒が増えてくると、教室の空気もピーン

と張りつめます。そんな学年の雰囲気つくりが大切です。入試は避けては通れない関門ですから、しっか

りとみんなで支えて認め頑張りましょう。さて、今日は「社会人基礎力」について触れたいと思います。

経済産業省を主体として、粘り強さ、チームワーク力、主体性、コミュニケーション力、などの「学問で

得られる専門知識やスキル以外に、仕事などで必要になる力」を育てる動きが始まりました。この力を

「社会人基礎力」と言われており、具体的には「前に踏み出す力」、「考え抜く力」、「チームで働く

力」の 3 つの能力から構成されています。「前に踏み出す力」（アクション）は、「一歩前に踏み出

し、失敗しても粘り強く取り組む力」のことです。これまでの学校の勉強では解答欄に書く答えは一つで

した。しかし仕事をしていくと答えは一つではありません。もしかすると答えを間違ってしまうこともあ

るでしょう、そんな失敗をしてもくよくよせずに、次へと自ら試行錯誤していく力が必要となります。

「考え抜く力」（シンキング）は、「疑問を持ち、考え抜く力」のことです。問題意識を持って課題を見

つけます。その課題を解決していく過程をしっかりと考え抜く力が必要となります。「チームで働く力」

（チームワーク）は、「多様な人々とともに、目標に向けて協力する力」のことです。大きな仕事を最後

まで完成するには、色々な人とゴールへ向かって協力し合っていかなくてはいけません。そのためには、

自分の意見を分かりやすく伝えつつも、他の人々の考えも受け入れることが大切です。まさに、今、学校

に求められている教育です。「人生 100 年時代の社会人基礎力」が新たに発表されました。これは就学

前からシニアといわれる中高年の社会人にまで、幅広い年代を対象とした考え方で、「これまで以上に長

くなる個人の企業・組織・社会との関わりの中で、ライフステージの各段階で活躍し続けるために求めら

れる力」と定義しています。進学や就職はゴールではありません。あくまで社会人としての基礎を確立す

るためのスタートです。社会人基礎力は、勉強だけでなく、すべての体験や読書を通して中学生のうちか

ら磨くことで日々の活動が本当に大切です。 



本日の午後は防煙防止教室（2・3 年生対象で）をおこないました。医師の土井たかし先生と丹波市健

康課の皆さんにお世話になりました。ありがとうございました。「日常の授業風景」 

 

 

 

 

1 年生家庭科                   3 年生数学 

 

 

 

 

2 年生技術                   1 年生音楽 

 

 

 

 

1 年生英語                  1 年生美術 

 

2・3 年生合同での 

防煙防止教室実施 


